
 

協定留学近況報告書 

記 入 日 2016年 11月 16日 

留 学 先 大 学 ヴェネチア大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2017年9月－2017年7月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部国際日本学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部２年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

大学でのこと（履修や授業方法など）については、前年度留学されていた生徒のかた２人と連絡をとり、情報を集めました。 

ベネチアという町のことや、イタリアでの文化のことについては、バディーの子（イタリア人）に LINE で連絡を取り情報収集しま

した。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：就学ビザ 申請先：イタリア大使館（東京） 
ビザ取得所要日数：二週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：６０００円程度 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

全部ではありませんが、金銭状況の確認を入念的にされました。例えば、過去六カ月分の通帳残高記録の提出など。常に

100 万以上入っている口座がないとだめでした。 

また、留学先で滞在する住居（寮やアパート）の証明は必ず必要でした。これは滞在先のオーナーに直接メールを送って記

入してもらい、また返信してもらうという過程が必要なので、早めに滞在先証明書を取得することが大事です。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

大使館は現時点では朝九時半に開きますが、九時半に大使館に着いてはすでに遅かったです。早い人は８時半から並ぶ

人もいました。一人一人の申請に 10 分～20分かかるので、着いた時点で 10番前後だとしても、順番が回ってくるのは 11

時とかになってしまいました。特に夏は申請者が多いので時間に余裕をもって行かれることお勧めいたします。 

九時半に受付が開いてからは、番号札を渡され中の冷房が効いた部屋で待つことが出来ます。しかし、電波が届かないの

で気を付けてください。申請には書類が多種類必要で、（申し訳ありませんが多すぎてすべて覚えていません。「イタリア ビ

ザ 申請」で検索すると有益なサイトが見つかりますのでそちらをご参考ください）一つでも欠けると、家に帰されました。私は

計四回目の訪問ですべて書類がそろい、申請が完了しました。二週間後に来たくださいと言われ、二週間後に取りに伺いま

した。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

      

ビザ取得に関して困った点・注意点 

書類の不備 結構細かいところまでしっかりと見られました。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

現地での現金調達準備はしていくべきだと思います。また、最初の数週間分の現金は日本で両替して持っていくことをお勧

めします。ベネチアは観光都市なので、両替手数料が異常に高いです。 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 カタール航空 

航空券手配方法 
直接ホームページから 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 マルコ・ポーロ国際空港 現地到着時刻 12：０５ 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え（バディ

ーの子が来て

くれました） 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                 

移動の所要時間 水上バスで 40 分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

空港からは、１バスで本島に行き、そこから水上バスで近くまで行く方法と、２空港から直接水上バスで近くの水上バス停ま

で行く方法があります。私の場合、寮が空港直通の水上バス停のすぐそばにあったので、後者を使いました。 

大学到着日 9 月８日１２時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（三人部屋） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（現地のイタリア人） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 メールでやり取りを数回しました。最初にニケ月分の寮費を振り込んで予約が完了しました。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

      

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 ９月 15 日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 午前 10 時開始：講堂で全員集まって、履修の仕方や大学の特徴、国際事務室への連絡の取り

方等説明を受けました。 

12時前後：メインキャンパスに移動し、そこで新歓のようなものを受けました。ヴェネチア国際大学

は、人数に空きがあるクラスのみ、この日に受講申し込みの手続きを受け付けていました。 

一旦解散し、再び５時ごろからメインキャンパスで軽食とジュースお酒がふるまわれました。 

Welcome day というものだったのですが、学部によって分かれており 2日間あります。その場合、

後日の日程の方への参加で問題ないかと思われます。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 ９月 12 日から（学部によって異なる・詳しくはホームページのタイムテーブルから一つ一

つの授業を検索して初日授業日そして開講場所を知ることが必要） 



Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

あり。 郵便局で申請し、三か月後～に警察署へ行く 料金は€60 程 国際事務室にすべてお願いするのがいいと思いま

す。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

      

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

      

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

バディの子に付き添ってもらい、現地到着後一週間の時期に購入しました。本体は100ユーロほどで、月々５ユーロで４ギガ

です。      

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（10 月 15 日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

留学生向けの授業(SIE)は７月ごろにオンラインで事前登録が必要で、現地に着いてからも初心者以外はオーラルテストを

受ける必要があります。それ以外のクラスは、まず６月ごろに Leaning agreement という紙に受講したい授業を書いて送りま

す。それが仮登録となります。９月中旬から興味がある授業を片っ端から受講して、既に送った Learning Agreement に記

載したのと違う授業を受講したくなった場合、（私の場合ほとんど変えました）10 月半ばまでに welcome unit を訪問して

Learning agreement の修正届を提出します。この修正届はメールで送ることも可能ですが、大体の生徒さんが間違えて記

入するそうなので、直接 welcome unit を訪れることをお勧めします。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

上記にあるとおりです。 

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                              休日にしたこと

↓ 

      

8:00 
                              旅行       

9:00 
授業 授業                   勉強       

10:00 
授業 授業                   映画鑑賞       

11:00 
授業 授業             授業 ぼーっとする       

12:00 
 授業       授業 授業 ベネチアの離島

に行く 

      

13:00 
 授業       授業 授業             

14:00 
 授業                               

15:00 
                                          



16:00 
      授業 授業 授業 授業             

17:00 
      授業 授業 授業 授業             

18:00 
      授業 授業                         

19:00 
夕食             夕食                   

20:00 
      夕食 夕食                         

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

          
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

大学は大きくカフォスカリ大学とヴェネチア国際大学の二つに分かれています。 

私はすべてをカフォスカリ大学で受講しています。主に受講している授業はイタリア語です。週に二時間半の授業が三コマあ

るので、授業内でも授業外でもみっちりイタリア語を学べています。また、ほとんどの授業では出席をとりません。 

寮は GESUITI という本当の北の方にある寮に滞在しています。私は三人部屋で、ルームメイトは両方イタリア人女性です。寮

は立地こそ悪いものの、（キャンパスまであるいて３０分かかります）ほかの学生はみな優しく、日本語学習者がたくさんいる

ので日本語とイタリア語の教えあいが本当に自然に起こる環境です。また、私の寮はほかの寮にくらべパーティーが多いで

す。学生が調理準備片付けまで協力してパーティーを催し、イタリアらしく大量のワインも置かれます。 寮の周りには、大き

な水上バス停と COOP という有名な系列のスーパーがあります。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

イタリアは皆さんがご存知のとおり本当に歴史が深い国です。週末に一泊二日で行ける観光地が国内にたくさん存在しま

す。また、食事もパスタとチーズとワインが常にあり、留学のように長期滞在するにはぴったりの国だと思います。 

特にヴェネチアは常に観光客であふれる小さな国のようなものです。毎日違う小道やレストランが見つかり、本当に楽しい毎

日を送れる場所だと思います。 

 


